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1次元Mott絶縁体は、巨大な非線形光学応答と超高速な緩和現象を示すことが知られている。

さらに、この系老新しい光スイッチング素子として利男することが期待されており、そのために

この特異な量子現象を解明することが望まれている。このような低次元強相関電子系の研究手法

としては、密度行列繰り込み群法が挙げられるむ特に絶対零麦において辻、この光学応答に対し

て動的密度行列繰り込み群法を適用した成果がいくつも報告されている。そこで、本研究では 1

次元Mott絶暴非の光学応容に対する温度効果を議論することを考え、そのため、に岳要な研究手法

の開発を行った [lJoしたがって、本手法のポイントは、動的な物理量が算出可能であること、さ

らに低温偲で効率的な適用が可能であることの2点である。

有限濯度で適用される本手法は、ターゲット状態としてポルツマン分布に従った状態を採用す

る。しかしながら、この状態はすべてのハミルトニアンの富有関数の線形結合で与えられるもの

であり、これらの富有関数をそれぞれ求めること誌現実鴎ではないむそこで、本手法では重交多項

式展開法を適用し、この状態を宣譲算出することを試みるむ本手法では、ターゲ、ツト状態をハミ

ルトニアンの匡有僅そ変数とするルジャンドル多項式で震関したむこのとき、展開採数は逆温度、

そ変数とする変形球ベッセル関数で与えられるむさらに、本手法では宣交多項式展開法で問題と

なるギブス援動に対する処理も同時に行った [2]0密度行列繰り込み群法の過程を経た後、物理量

の算出老行う。しかしながら、ハミルトニアンの富有関数の隷形結合で与えられた本手法のター

ゲット状態からは、ハミルトニアンと非可換な物理量をそのまま葬出すること誌でき会いc そこ

で、本手法では計算のインプットとなるベクトルを正と負の誼が等しい確率で現れる乱数により

与え、これにより得られた物理量の期得値を平均化することによって、ハミルトニアンと非可換

な物理量の算出を可能にした。鱈便な手法である本手法は、動的な物理量に対する拡張も容易で

ある G ここでは、絶対零度の動的密度行列繰り込み群法における基患状護老上で、述べたターゲッ

ト状態に置き換えることで、動的な物理量り計算も可能となる。

本研究発表では、ハバードモデ7レの比熱と動的な物理量である電読ー電流桓関関数の結果を、重

接対角化による厳密解と並べて示す。この結果から、より抵温翻では厳密解をより小さい打ち切

り次元で再現できることが確認された。したがって、本手法試抵温側で有効な手法であると考え

られる。
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